
増
田
誠
美
術
館
企
画
展

～
石
版
画
・
特
殊
版
画
の
世
界
～

☆「
増
田
誠
の
版
画
」

　増
田
画
伯
は
、
旧
約
聖
書
や
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
題
材
に
し
た
作
品
や
ト
ラ
ン
プ
の
王
様

や
王
妃
を
擬
人
化
し
た
作
品
な
ど
、
数
多
く

の
版
画
や
油
彩
を
制
作
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
中
か
ら
版
画
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

会

　期　

11
月
８
日（
日
）ま
で

会

　場　

増
田
誠
美
術
館（
ふ
る
さ
と
会
館
2
階
）

※
11
月
2
日（
月
）
は
、
文
化
祭
期
間
中
に
つ

き
臨
時
開
館
し
ま
す
。

「休息」

会　

期　

11
月
29
日
（
日
）
ま
で

特
別
展

　

甲
州
都
留
郡
境
村（
現
都
留
市
境
）
に
生
ま

れ
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
江
戸
や
伊

豆
な
ど
広
い
地
域
で
多
く
の
事
業
や
社
会
活

動
を
行
い「
義
侠
の
人
」
と
称
え
ら
れ
た
天
野

開
三
に
つ
い
て
、
文
書
や
道
具
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

【
展
示
内
容
の
紹
介
】

○
天
野
鍋（
海
蔵
鍋
）

　

開
三
は
、
嘉
永
7

年（
１
８
５
３
）
津
波

で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
伊
豆
下
田
へ
、
米

５
０
０
俵
、
鍋
１
７
６

個
、
布
団
５
０
０
枚
を

送
り
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
の
量
の
救
援
物
資
を
送
っ
た
例
は
ほ
か

に
な
く
、
下
田
の
人
々
は「
義
侠
の
人　

天
野

海
蔵
」
と
呼
ん
で
そ
の
行
為
を
称
え
ま
し
た
。

こ
の
と
き
送
ら
れ
た
鍋
は
、
近
隣
の
商
店
か

ら
急
ぎ
買
い
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、
形
も
大

き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
鍋
を
下
田
の
人
々
は「
天
野
鍋（
海

蔵
鍋
）」と
呼
び
ま
し
た
。

　

展
示
し
て
い
る
鍋
は
、
当
時
廻
船
問
屋
を

営
ん
で
い
た
下
田
の
旧
家
に
伝
え
ら
れ
て
き

た
も
の
で
す
。

義ぎ
き
ょ
う侠

の
人
～
天
野
開
三
と
品
川
台
場
展
～

○
天
野
開
三
愛
用
の
カ
メ
ラ

　

開
三
が
愛
用
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
オ
ラ

ン
ダ
製
の
カ
メ
ラ
で
、

品
川
台
場
建
築
の
際

に
も
使
用
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
が
日
本
に
伝
来
し
た
幕
末
の
こ
ろ
に
、

測
量
な
ど
の
実
用
に
供
し
た
と
い
う
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
の
昭
和
17
年
に「
写
真

実
用
化
の
元
祖
」と
し
て
新
聞
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
新
聞

記
事
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
種
徳
館

　

境
の
天
野
家
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
蔵
作
り

2
階
建
て
の
建
物
で「
日
本
最
初
の
公
民
館
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
階
は
板
敷
き
、

2
階
は
畳
敷
き
で
お
よ
そ
80
畳
の
広
さ
が
あ

り
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
、

い
わ
ゆ
る「
擬
洋
風
建

築
」と
呼
ば
れ
る
形
式
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
種
徳
館
」と
い
う
名
前

は
、「
徳
を
広
く
世
に
施

す
」と
い
う
意
味
で
、
開

三
が
青
少
年
の
心
身
修
養

天野鍋

や
、
集
会
な
ど
の
場
と
し
て
提
供
す
る
た
め
に

建
て
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
戸
沢
の
森
・
和
み
の
里
に
移
築
さ

れ
、
体
験
学
習
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
野
口
雨
情
色
紙

　

明
治
33
年（
１
９
０
０
）に
開
三
が
死
去
し
た

後
も
、
天
野
家
は
郷
土
の
名
家
と
し
て
続
き
、

多
く
の
人
が
訪
れ
、
文
人
・
有
名
人
と
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
赤
い
靴
」「
七
つ
の

子
」な
ど
の
童
謡
で
知

ら
れ
る
野
口
雨
情（
明

治
15
年（
１
８
８
２
）

～
昭
和
20
年（
１
９
４
５
））は
、
開
三
の
曾
孫

に
あ
た
る
天
野
徳と

く

と
交
流
が
あ
り
、
天
野
家
を

訪
れ
て
色
紙
や
墨
跡
を
残
し
ま
し
た
。

愛用していたカメラ種徳館（明治末）

種徳館（平成16年）

種徳館（現在）野口雨情色紙

☆『
パ
リ
ジ
ャ
ン
百
態
②
』

　

増
田
画
伯
が
愛
し
た
街
パ
リ
。
パ
リ
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
の
１
コ
マ
を
描
い
た
油
彩

画
や
カ
フ
ェ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
描
い
た

版
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

会

　期　

　

11
月
14
日（
土
）～
平
成
22
年
2
月
28
日（
日
）

開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

休
館
日　

月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

　
　
　
　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

※
11
月
9
日（
月
）～
13
日（
金
）は
展
示
替
え

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

問
合
先　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
☎（
45
）８
０
０
８

開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

特
別
展

　観
覧
料　

　

一
般　
　
　
　

６
０
０
円（
４
２
０
円
）

　

高
・
大
学
生　

４
０
０
円（
２
８
０
円
）

　

小
・
中
学
生　

２
０
０
円（
１
４
０
円
）

　

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

　

※
増
田
誠
美
術
館
の
観
覧
料
は
通
常
料
金

（
特
別
展
観
覧
料
の
半
額
）で
す
。

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

　
　
　
　

祝
日
の
翌
日

問
合
先　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
☎（
45
）８
０
０
８
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